
地 域 再 生 計 画 

 

１．地域再生計画の名称 

  奈良自然豊かなまちづくり再生計画 

 

２．地域再生計画の作成主体の名称 

  奈良市 

 

３．地域再生計画の区域 

  奈良市の区域の一部（大和川上流流域下水道処理区、奈良市公共下水道処理区を除く

地域） 

 

４．地域再生計画の目標 

  奈良市は、奈良県の北部に位置し、明治３１年に市政を実施（人口３万人、面積２３．

４４km2）後、大正、明治に６度の合併を行い、平成１７年には都祁村、月ヶ瀬村を編入

し、現在、人口３７万人、面積は２７６．８km2 となり、東西３３．５１ｋｍ、南北２

２．２２ｋｍで東西に長い形をしており、周囲は１６２．２５ｋｍに達している。 

計画区域は、本市の東部地域に位置し、大和青垣国定公園内の美しい自然に恵まれて

いるとともに、水源である布目川及び打滝川が流れている。しかし、近年生活様式が変

化することにしたがって生活排水が流入することにより、水質が悪化してきている。そ

こで、水源地域としての水質を保全するだけでなく、豊かな緑と美しい自然、柳生地域

を中心とした観光、地域資源の活用等、生活環境の改善による定住促進・産業振興に取

り組んでいる。また、過疎化や少子高齢化の進行する中、水稲を中心とした農業の生産

活動への取り組みとして、集落営農化や農用地の集積が進められている。一方で、柳生

地区を中心に、観光だけでなく、豊かな緑と美しい自然を活かしたグリーンツーリズム

等の農村型体験交流を農業振興と併せて、都市住民との交流活動を展開し、定住促進を

図っている。 

また、市の経済活動においては、西部地域との均衡のある発展を図る必要があること

から、農業と観光資源を活かした地域産業の振興を図ってきたところである。 

これら振興策のためのインフラ整備の一つとして、汚水処理が急務であることから、

平成５年度より農業集落排水事業、平成３年度より浄化槽（個人設置型）事業を実施し

ている。本事業は、市民が期待する快適な生活環境を速やかに実現するため、事業の連

携を図ることによって、効果的な汚水処理対策を推進し、農村地域の再生を目指す。ま

た、水環境の整備が地域の農業や観光等の活性化につながり、大きな効果を生み出すこ

とが期待できる。 



 

（目標１）汚水処理施設の整備の促進 

      （汚水処理人口普及率を平成 22 年度 80％から平成 26 年度 90％に向上） 

（目標２）水質の改善の促進 

（ 平 成 16 年 度 の 計 測 点 ８ 箇 所 で の 平 均 値 BOD1.45mg/l,COD5.70 

mg/l,SS11.67 mg/l を 50％削減） 

 

５．目標を達成するために行う事業 

 ５－１ 全体の概要 

  地理的、経済的条件に応じ、農業集落排水施設、浄化槽（個人設置型）のそれぞれの

事業を実施することにより効果的な汚水処理施設の整備を促進する。 

  流域下水道、公共下水道の区域外で汚水処理施設が未整備の奈良市東部の山間部を事

業区域として計画的な整備を図ることで、地域全体の快適な住環境を創出し、豊かなま

ちづくりを実現する。 

 

５－２ 法第５条の特別の措置を適用して行う事業 

    汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

  対象となる事業は、以下の通り事業開始に係る手続き等を完了している。なお、整備 

箇所等については、別添の図面による。 

  〔農業集落排水施設〕 平成２１年４月に事業採択通知を受けている 

  〔事業主体〕 いずれも奈良市 

  〔施設の種類〕 農業集落排水施設、浄化槽（個人設置型） 

  〔事業区域〕 農業集落排水施設：奈良市大保町、邑地町、水間町、丹生町の一           

                  部 

         浄化槽（個人設置型）：大和川上流流域下水道、公共下水道、農業集落

排水施設の区域を除く地域 

  〔事業期間〕 農業集落排水施設   平成２３年度～平成２６年度 

         浄化槽（個人設置型） 平成２４年度～平成２５年度 

  〔整備量〕  農業集落排水施設 φ150～φ450 13,450m（処理人口 720 人） 

         浄化槽（個人設置型）         85 基（処理人口 561 人） 

〔事業費〕  『農業集落排水施設』 

           事業費    1,312,000 千円（うち交付金 656,000 千円） 

         『浄化槽（個人設置型）』 

           事業費      33,840 千円（うち交付金  11,280 千円） 

         『合計』 

           事業費    1,345,840 千円（うち交付金 667,280 千円） 



 

５－３ その他の事業 

〔観光振興〕柳生地域では、里人や修行僧の他、宮本武蔵などの剣豪が訪れた地であ

り、この地域全体を「柳生ロマンの里博物館」と称して、地元ボランティア中心で、

仕事場の一画や個人の収集品などを公開し、地域の伝統の技や文化と触れる機会を提

供する。 

〔農業振興〕奈良市では、中山間地域等直接支払制度を導入して、生産条件の地域差

を補正し、農業、農村のもつ多目的機能を確保する。 

 

６．計画期間 

  平成２３年度～２６年度 

 

７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

  計画終了時に、奈良市において４に示す数値目標に照らし状況を調査、評価し、公表 

する。 

 

８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

  該当なし 


